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序

長野盆地は、 東縁に上信越国立公園山系より延びる火山性の

東部山地、 西縁を海底等の隆起による堆積性の犀川丘陵山地に

囲まれ南北に長く形成されています。 そして盆地内部において

も、 千曲川より形成された沖積地とそれに注ぎ込む大小の河川

による扇状地が発達しており、 このような複雑多岐にわたる地

形の上に私たちの長野市が成り立っています。 そこにはそれぞ

れの地形や立地に応じて様々な生活や生産活動が見られ、 古代

から営々と続いてきた人々の英知の集合を見ることができます。

当遺跡は、 飯綱山を水源とする浅川が盆地内に至り形成した

広大な扇状地上に立地しております。 ここは通称浅川扇状地逍

跡群と呼ばれる長野市北部を代表する遺跡群で、 遺跡は扇央の

西端付近 に位置しています。 ここに長野市の埋蔵文化財第67集

として刊行いたします本書には、 この度の発掘調査によって得

られた成果が詳しく掲載されております。 連綿と綴られてきた

人々の歴史の中のはんの一部にしかすぎませんが、 地域史解明

の一助としてお役立ていただければこの上ない喜びであります。

最後になりましたが埋蔵文化財保護に対する深いご理解とご

協力ならびに発掘調査に際して多大なご尽力を賜りました株式

会社鹿熊組・高木建設株式会社の関係諸氏、 発掘作業に携わっ

ていただきました作業員の皆様、 また報告書刊行に至るまでご

支援ご指導いただきました関係機関・諸氏に厚く御礼申し上げ

ます。

平成7年3月

長野市教育委員会

教育長 滝澤 忠男



例 百

1 本書は 、 市営住宅上松東団地 2 号棟建設事業にと もなう埋蔵文化財発掘調壺報告書である。

2 発掘調森は長野市長（担 当建築課）の委託を受け、 長野市教育委員会が担 当し、 長野市埋蔵文化財センタ ー

が実施した。

3 発掘調査地は長野市上松4丁目に所在し 、 周知の埋蔵文化財包蔵地「浅川扇状地遺跡群」の範囲内にある。

また調査地点を明確にするために調査地籍の字名「本村東沖」をとりこれを遺跡 名として用いるが、 本字内に

おける発掘調査報告書か 2 lllJ目となることから混乱を避けるため、 本報告書名は浅川扇状地追跡群本村東沖辿

跡 IIとする。

4 逍構の測量は（筍写真測図研究所に委託し、 コ ー ディックシステムにより1 : 20縮尺の基本原図を作成し、 本

書では基本的に 1 : 80縮尺に統一して掲載しているが、 遺構の種類または微細図などについてはこの限りでは

なくその都度縮尺を明示してある。 また遺物に関しては土器実測図 1 : 4、 土器拓影 1 : 3 、 金属器 1 : 2 の

縮尺、 石製品などについては原寸大でそれぞれ掲載している。 なお土器における赤色塗彩についてはスクリ ー

ント ーンにより表現している。

5 本書では、 遺構についてそれぞれの名称をアルファベットに置き換え、 住居=SB 、 円形周溝墓=SZ、 土坑

（木棺墓•土器棺墓を含む） =SK 、 溝=SDと略して記述している。

6 本書作成における作業は各調査員が分担し、 執筆・編集は矢ロ ・ 千野の指導の下 、 寺島が行った。

7 現場における調査ならびに、 本書作成に際しては下記の方々からのご指導ご助言を頂戴している。 芳名を銘

記し感謝の意とかえさせていただきたい。

青木 ―男 赤塩 仁 伊藤友久 上田典男 臼居直之 川村浩司 黒岩 隆 小林正春 笹沢 浩

渋谷恵美子 白沢勝彦 新谷和孝 土屋 積 鶴田典昭 直井雅尚 贄田 明 西山克已 原 明芳

原田和彦 藤原直人 前島 卓 三上徹也 水沢教子 森泉かよ子 森嶋 稔 山口 明 山崎佐織

山本 浩 横山かよ子 （敬称略）

8 調査によって得られた諸資料は長野市教育委員会（担 当 長野市埋蔵文化財センタ ー ）で保管している。
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I 調査経過

1 調査に至る経過

長野市は199 8年長野冬季オリンピック開催にあわせて、 その施設建設や会場・施設をつなぐアクセス道路、 あ

るいは新規バイパスなどの建設が急ピッチで進められ、 近年その開発は目覚ましい発展を見せている。 高速交通

網の整備 も殖々と進み、 長野自動車道・上信越自動車道 も平成5年3月 に須坂長野東ICまで開通し、 残りの区間

について も順次建設が進行中である。 また現在建設中の北陸新幹線 もその長大な高架橋が市街地に も現れ始め、

長野市の景観 も徐々に変わりつつある。

長野市北部と隣接する牟礼村とをつなぐ 主要地方道長野荒瀬原線、 通称「牟礼バイパス」 もこのほどほぼ開通

し、 周辺は宅地造成や区画整理など開発ラッシュに加え、 これら道路を中心とした新都市建設が本格化してくる

の も時間の問題である。 このような周辺の著しい開発状況の中、 長野市は老朽化した市営住宅を改築する目的で

現在の上松東団地を段階的に取り壊し、 新たに高層市営住宅を建設する計画を打ち出した。

1号棟の建設は平成4年10月 に実施され、 工事立ち会いの もと調査を行ったが、 この地点における埋蔵文化財

の包蔵は確認できなかった。

平成6年9 月 、 2号棟建設に先立ち長野市建築課との間で埋蔵文化財保護に関する協議を行った。

事業予定地内およびその周辺は周知の「浅川扇状地遺跡群」の範囲内に位置している。 しかしながら、 1号棟

建設の際の調査成果により調査地周辺は埋蔵文化財の存在が希薄と考えられていた。 2号棟建設工事に先立ち、

長野市長（担 当 建築課）の委託を受け平成6年10月 に確認調査を実施したところ、 地表下 1m前後の深さに埋

蔵文化財包含層を確認、 さらに現地形が南へ傾斜しているため北側の部分については造成による削平で既に包含

層が露出している状態であった。 これにより事業予定箇所に加えその周辺の予定地外箇所について も調査の対象

となり、 事業面積1400m'に予定地外箇所の200m'を加えた、 計1600m'についての調査を実施した。

発掘調査は平成6年10月24日より開始し、 12月 16日までの実質32日間である。

図 1 調査地点と周辺字図(1: 10,000) 
-1-



2 調査の体制

調査主体者 長 野 市教育 委員 会 教育 長 滝 澤 忠男

調 査機 関 長野市埋蔵文化財センタ ー 所 長 荒井和雄

庶 務 係

調 査 係

調 査 員 青木善子・矢口栄子

謹兼紐麒 鈴 木貞男

所長補佐 山中武徳

所長補佐 矢口忠良

庶務係長 山中武徳

職 員 青木厚 子

調査係長 矢口忠良

主 査 青木和 明

主 事 千 野 浩

主 事 飯島哲也

主 事 風間栄 一

主 事 小 林和 子

専門主事 太田重 成

専門主事 清 水 武

専門貝 中殿章子

専門員 笠井敦子

専門員 山田美弥子

専門貝 寺 島孝典

専門員 西沢真弓

専門員 田村 直也

専門貝 田中由美子

調査地遠景（中央の高い建物が1号棟）

重機による表土争ljぎ

湯谷小学校児窟現場見学

調査参加者 金子ゆき•北原京子• 北村幸恵・小林紀代美 ・ 小林さと • 小林志げる• 佐藤君江•佐藤幸子 ・

佐藤はま• 佐藤ひで子 ・ 鈴木友江 ・ 祖山和子 ・ 中澤秀子 ・ 中村恭子 ・ 成田孜子•新津三千子 ・

西尾千枝• 原注子 ・ 宝珠れい子•宮沢け さよ• 宮沢芳美• 宮島静美• 宮原孝子・ 向山純子 ・

横山ふぢ江•吉沢ト シ子 ・ 脇坂智子

整理参加者 池田見紀•岡沢治子 ・ 小泉ひろ美 ・ 塚田容子•徳成奈於子• 西尾千枝• 向山純子 ・ 武藤信子

測量委 託 御写真測図研究所

調査を遂行していくうえにおいて、 多くの方々より多大なるご支援ご助力をいただいている。 重機の手配やプ

レハブ ・ ト イレの設置など、 様々な面でご協力を賜った株式 会社鹿熊組•高木建設株式 会社の関係諸氏 、 また調

査に参加していただいた発掘作業員の皆様には感謝申し上げる次第である。 さらに、 出土した金屈製品の保存処

理については側）長野県埋蔵文化財センタ ー 調査研究貝 、 白沢勝彦氏 ・ 山本 浩氏にご指導いただいたのをはじめ

として 、 出土遺物に関して多くの方々からご助言を賜った。 重ねて厚くお礼申し上げたい。

- 2 ― 



II 浅川扇状地遺跡群の環境

飯綱山を水源とする浅川は山間部を浸食しながら流下し 、 盆地に流入した浅川はそのまま南東方向に流れ千曲

川と合流する。 浅川東条地籍に所在する通称浅川原口とよばれる谷口から広大な扇状地形が形成され、 長野市で

も有数の扇状地となっている。 この扇状地上には数多くの遺跡が点在し、 東側一帯に隣接する小島柳原遺跡群と

と もに浅川扇状地遺跡群は長野市北部を代表する遺跡群である。

この浅川扇状地遺跡群は、 市街地あるいはそれに近 いこと もあり古くから道路建設や宅地造成· 区画整理など

の開発が頻繁に行われてきたところで 、 遺跡の発掘調査件数 も枚挙にいとまがないほど膨大な ものとなっている。

また最近では北陸新幹線建設工事にと もなう発掘調査 も帥長野県埋蔵文化財センタ ーによって進められている。

ここでは長野市教育委員会が実施した発掘調査を中心に、 浅川扇状地遺跡群内での代表的な逍跡を概観し、 浅

川扇状地遺跡群の環境としたい。

本村東沖遺跡（長野高校地点）

長野高等学校校舎改築工事にと もない平成3年度に発掘調杏が実施された。 調査面積は約5000m'を測り、 遺構

検出件数 も多い。 調査では弥生時代中期後半から平安時代にかけての住居跡104軒が検出され、 特に弥生時代後

期住居跡などからは箱清水 式土器に加え北陸系土器が多数出土している。 また古墳時代の31号住居跡からは子持

勾玉、 36号住居跡から125枚纏まって出土した石製模造品の未成品、 5号住居跡・47号住居跡からそれぞれl点ず

つ出土した土鈴 など祭祀的意味合いの強い遺物に加え古式須恵器の出土 も多く、 これら古墳時代中期集落と遺跡

1. 地附山前方後方項 2 .  上池ノ平1 - 6号墳 3 .  北部中学校遺跡 4 .  牟礼バイパス遺跡 5. 神楽橋遺跡

6 . 駐Ill遣跡 7 .  i易谷古憤群 8. 浅川端追跡 9. ニツ宮• 本堀· 柳田 • 稲添辿跡 10. 押鐘遺跡

11. 盛伝寺居館址 12. 長野吉田高校グランド追跡 13. 本村束沖遣跡 14. 押蹄城址 15. 吉田町東追跡

16. 宇木逍跡 17. 相ノ木城址 18-21三輪遺跡 22. 小丸山古坑 2 3. 箱消水逍跡

図2 周辺の遺跡分布(1: 25,000) 
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の北西にそび え る地附 山山頂に立地する地附山 前方後方墳 、 またその直下に展開する上池 ノ 平 1 - 6 号培との関

連性 も想定できよう。 なお遺構はと もなわなかったが縄文時代早期末から中期後半の土器片 も出土している。

文献 ： 長野市教育委員会19 88 『地附 山 古墳群』 長野市の埋蔵文化財第 30 集

長野市教育委員会199 3 『浅川扇状地遺跡群本村束沖遺跡』 長野市の埋蔵文化財第50 集

長野吉 田 高校 グ ラ ン ド 遺跡

昭和45年度 、 長野吉 田 高 等学校プー ル建設にと もない調査 されたのを契 機に、 同50年度には長野市都市計画北

部都市下水 路事業にと もなう 1 次調査、 翌51年度には 2 次調査が実施 された。 そして昭和60 年度長野吉 田高等学

校体育館および格技室新築にと もなう調査が行われ、 弥生時代後期前半の住居跡10 軒を検出した。 なおこの追跡

は弥生後期前半の「吉 田 式 土器」 が形式設定（笹 沢 1970 ) された標 識遺跡である。

文献 ： 長野市教育委員 会19 87 『長野吉 田 高校 グ ラ ン ド遺跡』 長野市の埋蔵文化財 第22集ほか

三輪遺跡

まず昭和50 年度に三輪小学校の校舎改築工事にと もなう発掘調査が 3 次にわたって実施 され、 その後昭和60 年

度に本郷住宅地造成、 平成2年度に本郷団地宅地造成、 平成4年度には長野県職員 宿 舎建設事業、 平成 5年度に

はマンシ ョ ン建設事業にと もなう調査が順次実施 されており 、 現在までに 5 地点の調査が行われている。 いずれ

も弥生時代後期から平安時代あるいは中世と い った各時代の遣構が多数検出 されている。

文献 ： 長野市教育委員会19 80 『三輪遺跡』 長野市の埋蔵文化財第 6 集

長野市教育委員会19 87 『三輪遺跡(2)』 長野市の 埋蔵文化財第20 集

長野市教育委員会199 1 『栗田城跡 下宇 木逍跡 三輪造跡(3)』 長野市の埋蔵文化財 第38集

長野市教育委員会199 3 「浅川扇状地遺跡群三輪遺跡(4)』 長野市の埋蔵文化財第49 集

長野市教育委員会1994 「浅川扇状地遺跡群三輪辿跡(5) 小島柳 原遺跡群上 中 島追跡j 長野市の埋蔵文化

財第6 2集

牟礼パ イ パ ス A - E 地点遺跡

主要地方道長野荒 瀬原線建設事業にと もない昭和56年度に A · E 地点、 同59 · 60 年度に B · C · D地点の調査

を実施した。 縄文時代から中世に至るまでの複合遺跡で、 特にD 地点の調査では弥生時代 中 期後半の集落を検出

し、 出士した土器は断片 的な資料ではある ものの栗林式土器の古い段階に位置付けられ 、 以 来弥生時代 中 期研究

には欠かせない重要資料となっている。 また平安時代住居跡からは古代瓦が多最に出土し、 当時「善光寺瓦」出

土と注目 されたが、 善光寺瓦その もののありかたが最近 の研究により問題視 されるようになり、 従 来停滞しつつ

あった古代寺院研究が進展の兆しを見せている。 今後の研究動向に注 目したい。

文献 ： 長野市教育委員会19 82 『浅川扇状地遺跡群牟礼バイパス A · E 地点］ 長野市の埋蔵文化財第 12 集

長野市教育委員会19 86 『浅川扇状地遺跡群牟礼バイパス B · C · D地点』 長野市の埋蔵文化財第17集

原田和彦1994 『千曲川流域における古代寺院』 長野市立博物館紀要第 2 号

ニ ツ 宮遺跡 • 本堀遺跡 ・ 柳 田 遺跡 ・ 稲添遺跡

長野市稲 田徳間土地区画整理事業および、 準用河川新田川改修事業にと もなう発掘調査で 、 昭和6 3年 ・ 平成元

年・ 平成2 年の 3 次にわたって行われてい る。 弥生時代中期以降の複合遺跡で、 土地区画整理地点では133軒、 新

田川地点では 8 軒の計141 軒の住居跡が検出 され、 はか多数の遺構を検出している。 平安時代の ものと思われる

瓦塔が溝 (10 号溝）とその周辺から出土しており、 古代 史究明の一級資料として今後の研究動 向が期待 される。

文献 ： 長野市教育委貝 会199 2 『浅川扇状地逍跡群ニ ツ 宮遺跡· 本堀遺跡• 柳 田 追跡 ・ 稲添遺跡』 長野市の埋蔵

文化財第47集一2 分 冊一
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III 調査概要

1 遺跡の概要

発掘調査した約1600 面の範囲には 各時代様々な遺構が検出 さ れ遺物が出土した。 これら逍構や遺物の詳細に関

しては後節で説明することとして、 ここでは遺跡の大まかな概略 説明をしておきたい。

今回調査した地点は浅川扇状地遺跡群の扇央部西端付近 に位置する ものであるが、 周辺は早くから住宅地とし

て利用 さ れ続けてきたところで、 埋蔵文化財の包蔵地として判 断 さ れる地域ではある ものの、 これまでに発掘調

査は実施 さ れておらず 、 どういった性格の遺跡であるかについては不明であったか、 今 回の事業に先立ち確認調

査を行ったところ弥生時代後期の遺跡の存在が確認 さ れ、 長野嵩校の校舎改築の際に調査 さ れた弥生時代後期集

落あるいは、 それに関連する追跡であると認識した。

調杏では当初の予想を逝かに上回る遺構 ・遺物を検出した。 当地はまず 縄文時代晩期に初めて人々が生活をし

始める ものと思われるか、 該期の遺構としてはっきり認識できる ものは遺物の出土した土坑が1 基検出 さ れただ

けであり、 現段階では周辺に居住域が展開している可能性があるという指摘だけににとどめておく。 その後再び

人々の痕跡をみるには長い時 間を経た弥生時代後期まで待たなければならない。 弥生時代後期は集落遺跡ではな

＜ 墓のみで構成 さ れる「墓域」であった。 浅川扇状地遺跡群でこれだけまとまった弥生時代の墓跡が確認 さ れた

のは初めてであり、 墓域の周 囲を巡っている ものと判 断 さ れる溝跡 も含め今後の研究に重要な位置を 占 めてくる

であろう。 古墳時代前期になると 、 当地は前時代までの「墓域」としての機能を失い集落域が展開する。 浅川扇

状地遺跡群では該期の集 落遺跡は従来希有であり、 長野高校地点で確認 さ れた中期あるいは後期集落の調査成果

J 

口
□ · s□三三

J [;?� c===J 
□ 戸丁三o ロニ n°nnn\□ 戸

こ
図 3 事業用地内に お ける調査範囲(1 : 1,200) 
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表 l 遺構観察表

遣構名 時 代 主 軸 方 向 規模 ( m ) 内 部 施 至”9し
坐寸

：· 出 土 逍 物 等 備 考
S B  1 古培 • 前 N - 35' - W 5 . 4Q X 5 . 60 炉 ・ 柱穴 • 壁溝 ・ 貯蔵穴 土 器 S B 7 と 重複
S B 2  古培 • 前 N - 1 5' - W 5 . 5Q X 6 . 00 炉 ・ 柱穴 • 壁溝 · 間仕切溝・ 貯蔵穴 土 器 ・ 貯蔵穴 内 よ り 礫
S B 3  古墳 · 削 N - 22· -w 4 . 50 X 4  . 30 炉 ・ 柱穴 • 壁溝· 問仕切溝・ ベ ッ ト 状遺構 • 貯蔵穴 土器
S B 4  古墳 • 前 N - lT -W 5 .  50 X 5 .  60 柱穴 • 壁柱穴 • 壁溝 • 間仕切 溝 ・ 貯 蔵 穴 土 器
S B 5  古墳 • 前 N - 1 3" -W ―X 6 . 30 柱穴 • 壁溝 ・ 問仕切溝・ 貯蔵穴 土器
S B 6  古培 • 前 N - 18' - E X 4 . 60 柱穴 • 壁溝 土 器
S B 7  古墳 • 前 N - 26° - W X 6 . 20 炉 • 柱穴 • 壁溝 • 間 仕 切 溝 土 器 S B  1 と 霞複
S Z 1 弥生 ・ 後 E 径7 . 70 周 溝 • 主体部 土 器 • 鉄釧 • 歯 円 形 周 溝墓
S Z 2 弥生 ・ 後 N - 83° - E 径6 50 周 溝 • 主体部・ 小 口 穴 土器• 鉄釧 ・ 管玉 ・ ガラ ス玉 円 形 周 溝墓
S Z 3  弥生 ・ 後 周 溝 円 形 周 溝慕
S K I 縄文 ・ 晩 径0 . 95 土 器
S K 2  弥生 ・ 後 N - 82° - E  1 .  35 X O .  95 小 口 穴 歯 木柁墓
S K 3  弥生 ・ 後 N - 48° - E 2 l O X  1 . 05 銅釧 • 鉄鏃 ・ 管玉 ・ ガ ラ ス玉 木棺袋
S K 4  弥生 ・ 後 N - 58° - E l . 30 X ― 小 口 穴 木棺墓
S K 5  弥生 ・ 後 N - ss· - E l . 30 X 0  65 小 口 穴 木棺墓
S K 6  弥生 ・ 後 E 径0 . 55 土 器 土器棺墓
S K 7  弥生 ・ 後 N - 74° - E 1 .  20 x o .  75 土 器 木棺羞 ？
S K S  弥生 ・ 後 N - 55"- E l . 60 X- 小 口 穴 木棺墓
S D 1 弥生後～古憤前 幅2 . 3 · 深 1 . 4 土器 V 字溝
S D 2  弥生後～古贋前 幅8 O ·  深1 . 0 土 器 自 然流路 ？

―- 6 
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2 遺構 と 遺物

(1 )  竪穴住居跡

S B 1 

調査区の東端で検出 された住居跡で、 S B 7 · S

Z 3 · S K 8 と重複関係にあり、 中では最 も新しい

遺構である。 ％程は調査区外により検出でき な かっ △— 

たか、 5 .40 m X 5 . 60 mを測る方形住居で、 北壁と西

壁か ら 南壁にかけて深 さ10 cm程の壁溝か巡る。 主柱

穴は範囲 内において 3 基 (Pit l - Pit 3 ) 確認 され

ている。 1 基は調査区域外に存在している ものと思 B-

ーt
 
.
I

 

巳 P 籟 2
 

0pit
 

Q
ぃ

2 m 

われ、 お そ ら 〈 横長の長方形配列になる ものであろ

う 。 炉はPit1 とPit 2 の 中 間に位置しており、 やや

窪みのある地床 炉と なる。 また住居南西隅には貯蔵

穴 ( Pi t 4) が検 出 さ れ て い る。 内 部 か ら 壷 ［図

6 -1 ] が逆位の状態で出 土し、 壷の中には土が半

分程流 入していた。 貯蔵穴は今回調査 された住居跡

において普遍的に存在しており、 住居隅に築か れる。

平 面形は直径60 cm前後の円形を呈し、 深 さはぞれ ぞ

れまちまちであるが70 -90 cmを測る深い ものである。

床 面は比較 的明 瞭に検出できる ものの、 全体に軟

弱でしまりは な い。

出土土器は比較的少なく床面より若干浮いた状態で出士している。 また小破片が多く完形となる ものは少 な い。

c
 

`
[-

C
' 

巳世2 . 40m

M� 
A

' 

_, 

B
' 

図 5 S B 1 ( 1  : 80) 

器種には壷 (1 · 7 ) 、 甕 ( 2 -4) 、 高杯 ( 5 ) 、 鉢 ( 6 · 8 · 9 ) 、 甑 (10 ) などかあ る。 貯蔵穴か ら 出 土した

l は全体がハ ケ 調整によって仕上げ ら れる。 7 は赤彩される壷で頚部に10 本の櫛状工具により横方向に 3 条、 縦

方向に2 条によって構成 される T 字 文を施文し、 縦方向の区画は4箇所に施 される。 3 · 4は口 縁端部に面取り

を施す。 6 · 9 は鉢と思われるが、 下部が欠損しているため高杯あるいは器台となる可能性 もあるだろう。 10 は

底部に焼成前 穿孔を持つ甑で外面はハケ、 内面はヘ ラ ケ ズ リ による調整が施される。

S B 1 
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図 6 S B  1 出 土土器 (1: 4) 

S B 2  

S Z 1 と 重 複関係にある。 5 .5 Qm x

6 . QQmを測る方形住居で南東隅に断絶部

かあ る ものの深 さ7 cm程の壁溝が巡り、

その周りに直径10 cm前後、 深 さは 3 - 5

cm程の小ピ ッ ト21 基が検出 されてい る。

主柱穴は4基 ( Pit 1 - Pit 4) 方形配列

とな り 、 Pit4の上 面 には 甕 ( 3 ) が 横

になった状態で、 底には小型丸底 ( 6 )

が逆 さの状態で出土してい る。 炉は奥 主

柱穴間やや中央部よ り に位置する地床炉

で 2 基並んで検出 された。 また 3 本の間

仕切溝 も検出 されており、 南側の間仕切

溝の間には 貯 蔵 穴 ( Pit 5 ) か掘り込ま 釦旦2 .som

れ、 その内部より多巌の礫が出土した。

床面は中央付近でやや堅くなっている も

のの周 辺は比較的軟弱でしまりはあまり

ない。 南側には高まりを持つ部分、 いわ

ゆるベッ ド 状遺構の様になるが検出は明 ................................................................................... 

瞭ではない。 図 7 S B  2 ( 1 : 80) 

出土土器 ［ 固 8 J には壷 ( 1 · 2 ) 、 甕( 3 · 4) 、 小型丸底(6 ) 、 杯 (7 ) 、 高杯 ( 8 -12) がある。 12は杯

`
3 

� ll ll ◎ ◎ 
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゜
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部が 欠損してい るため判 然としな いが器台となる可能性 もあろう。
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S B  3 

4. 50 m X4. 30 mを測 る 方形住居で、 壁溝は深 さ10 cm程で

はは全周す る 。 主柱穴は4基 ( Pit 1 - Pit 4) 方形配列と

な り 、 その断面はPit 3 を除 き 漏斗状を呈す る 。 間仕切溝

も 3 本検出 されてい る 。 1 本は西壁からPit4へ伸び 、 も

う 1 本は南壁から住居中央方向へ伸び る もの、 もう 1 本は 且—

Pit 3 から西側へ 突 出した ものであ る 。 炉は奥のPit 1 と

Pit 2 の間に位置してお り 、 その南側には楕 円形の穴が検 L 

出 され、 「炉縁石」 の抜 き 取 り 痕であ る と思われ る 。 床面

は全体に堅 〈 しまってお り 北側を除く壁際は若干の高ま り

を持つベ ッ ド 状遺構とな る 。 またPit 5 は貯蔵穴、 その脇

には出入口 施設と判 断 され る Pit6 も検出 されてい る 。 星.Q.2 . 70111

断面 図 B - B 'に示した土 層は住居埋没過程の堆積状況

であ る が、 上 層は褐色の粘土質 土層で土器の出土はあま り

ない。 土器は下 層の暗褐色粘土質 土層から出土してお り 、

`
G
 

(
d
 

K ．
 

」

上こ

E
O
L
 

al 
0 

ほとんどが小破片であ る 。

出土土器 ［図10 ] には壷 ( 1 - 3 ) 、 甕 (4-10 ) 、 台付

甕 ( 16 ) 、 器 台 (1 2 -15) 、 鉢 (11 ・ 17) かあ る 。 3 は有段

ロ 縁の壷、 8 -10 は 口 縁端部に面取 り が されてい る 。 10 は

端部に 1 条の凹線文を もつ。

2 m 邑 1 馴
A ' 

坦? . 70m 旦＿

鳳�疇�疇鵬贔I
這2 . 70m 旦二． 

図 9 S B 3 ( 1  : 80) 

S B 3  
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S 8 4  
5 . 60m X 5.60m を 測る方形住居 で、

S 8 3 同様他遺構との重複 は な い 。 壁

溝は 全周 し 深 さ は13cm 前後と比較的深

い。 主柱穴 は 4 基 (Pit 1 - Pit 4 ) で

方形 を 呈する。 南側 中 央に は 間仕切溝

が検出 さ れ て いるか 、 範囲 内にお い て

炉 は 確 認で き な か っ た 。 床 面 は 明 瞭に

検 出 で き る も のの全体に 軟弱 である。

また 東壁か ら 南壁にか け て 4 基の壁柱 旦—

L ◎
plt

 

O
□
 

0[
 

穴 ( Pit 6 - Pit 9 ) が認め ら れ 、 南 西

隅に は 貯 蔵 穴 (Pit 5 ) が確 認 さ れ て

いる。 ゜
断而図 A - A 'に 示 し た 住 居 埋 没 過

程の土層の堆栢状況では S B 3 に示 し

た も のとは若干その内容 を 異に し て い

る。 上層 は 黄 褐 色砂質土層 で遺物は 全

く 確認 で き な い。 中 層 は 褐 色粘土質土

層 、 下層は 暗褐 色の枯土質土層 でい ず

れ も 土器を 多 く 含ん でいる。 こ れに み

ら れる土層 観察の差異につ い て は 、 の

P,t 6 

◎ rn_!!'. 
Pit 3 

瓜」
Pi t 7 

;I .I 2 !TI Pit  9 I P i t  8 

� 
旦2 . 9001 B ' 

図 1 1 S B 4 ( 1  : 80) 
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ちのIV章 まとめの中 で触 れる。

土器は 多量の礫とと も に 多 く 出土 し て いる。 出土土器 ［図1 2 ] に は 壷 ( 1 · 2 · 17- 19) 、 甕 ( 2 -15) 、 小 型

丸底 (24 · 25) 、 鉢 (16 · 20) 、 器台 (21 - 23) 、 ミ ニ チ ュ ア土器 (26) がある。 1 は 有段 口 縁壷で円 形の ボ タ ン 状

の突起が 3 つ ず つ 4 箇所に貼付 さ れる。 6 -13は 口 縁端部に面取 り が さ れ10 · 12 · 13は 疑凹 線文か施 さ れ て いる。

LO 

\_ �  疇皇— /

)- :� 三三こ［

)- ··· · -� -� (贔ぃ{5

7

 

＼
 

E- 二［

� I  玄 l

� ＝＝ 可

1 3  

1 4  

三

百

Vi 
�6 

。 10cm 

図12 S B  4 出 土土器 (1 : 4) 
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壁柱穴検出状況

近影

S B  5 

北側は調究 区外により検出 できず、 範囲 内

においては％ 程 し か検出していないため全体

の規模や住居平 面 形などについては判 然とし

ない ものの、 東西方向6 . 30 mを 測り、 平面形

は方 形を呈する ものと想定される。 範囲内に

おいて壁溝は切れ 目 なく巡り、 主柱穴は 1 基

(Pit 1 ) 、 炉 は範囲 内 では確認されなかっ

た。 間仕切 溝 も西側と南側にそれぞれ 1 本ず

つあり、 区 画された中には貯蔵穴 (Pit 2 )  

が検出されている。 またその脇には深さ 5 cm 

程の窪み (Pi t 3 ) が確認されているが、 出

入 口 施設を想定する。 床面は比較的明瞭に確

認 できた ものの全体に軟弱 である。

出 土 土 器 ［ 図14] に は 壷 ( 1 ) 、 台 付 甕

( 2 · 3 ) 、 小 型 丸底 (4) 、 器 台 ( 5 ) があ

る。

完堀

( 1  : 80) 

。
l2
 

S B 5  

□ l&, □□ � 
LOcm 

図14 S B  5 出 土土器 (1 : 4) 
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S B 6 

S Dlと重 複関係にあ り 、 北側 ％程が調査区外によ り 検出

できな かったか 、 東西方向4. 60 m を 測る方形住居 を 想定する。

南側 を 除く壁際に壁溝が検出 され、 範囲内において柱穴は2

基(Pit l · Pit 2 ) 確認 されたが 、 炉は検出 されていない。

床面には炭化物が多 〈 検出 されているか、 い わ ゆ る焼失住居

とは区別しておく。 床は比較的明瞭に確認できたか、 S D l

の埋没後に住居が構築 されており 、 S Dl上層の黄褐 色砂質

土層が非常に軟弱 であったためその部分だけ床面が沈下して

し まい 、 床面に20 cm程の段差が生 じ ている。 またこの住居の

み貯蔵穴は存 在せず 、 間仕切溝らしき掘り込み も確認 されて

いない。 主軸方向 も他の 6 住居とは違 う 方 向に傾いており 、

自 然 流路と想定 されるS D 2 を 含めた地形条件に左右された ものと思われる。

Plt
o

 

Ptto
 

� 
40'.LQQ_m 

Z m 

固 1 5 S B  6 (1 : 80) 

出土土器 ［図16] には壷(1 ) 、 甕(2 - 5 ) 、 高 杯( 6 ) かある。 すべて床面上からまと ま って出土した もの

で、 1 · 3 · 6 は完形に近い。 特に 3 はつぶれた状態 で住居 中 央付近より出土し、 1 と 6 は重なって出土した。

住居廃絶の際の廃棄が想定できよう。

炭化物出 土状況

モ

“"り

（
 

図16 S B  6 出 土土器(1 : 4) 
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S B 7 

S B  1 と重複関係に ある。 西 側 は S B 1 の破

壊 を 受 け 、 南東側 は 調査区外に よ り 検出で き な

か っ た か、 東 西 方 向6 . 2Qm を 測る方形住居 を 想

定する。 壁溝は 北壁と西 壁に深 さ 5 cm程の掘 り

込 み が存在 し て いるだけ で全周 は し な い。 主柱

穴 は 3 基 (Pit 1 - Pit 3 ) 検出 さ れ 、 方 形配列

に なる も のである。 間仕切溝 も 南側に 1 本検出

さ れ て い る。 炉 は Pit 1 の南に検出 さ れ地床炉

となる も のであるが、 他に検出 さ れる炉の位置

とはやや異 なる。 床 面 は 全体に軟弱 では ある も

のの比較的 明 瞭に確 認 で き た 。 また範囲内にお

い て 貯蔵穴は 検 出 で き な か っ た が、 他の住居跡

の様相か ら 南西隅にある も のと想定する。

土器の出土量 は 検出面 か ら 床面 までが浅か っ

た こ と も あ り 多 く は な い が、 炉の周 辺に まと ま

っ て 出土 し て いる。

出土土器 ［固18] に は 壷 ( 1 · 2 ) 、 甕 ( 3

- 8 ) 、 鉢 ( 9 ) が あ る。 み な 小 破 片 で あ り 全

体の様子 を 把握で き る も のは な い が、 8 個体 を

図化 で き た 。 壷 は 赤彩 さ れる も ので文様は み ら

れ な い。 4 と 5 は 同一個体と思 わ れるか胴部破

片 は 見 当 た ら な い。 外面 は 全体にヘ ラ ケ ズ リ に

よ る も のである。 6 · 7 は 口 縁端部に面取 り さ

れる も ので 7 は 疑 凹 線文 を 施す。 8 は体部に 8

本の櫛描 波状文 を 施文する。

ヽ
I 

-� 
II !! 

゜

402 · .. 20m ｀ 

◎ ◎ 
◎ 

Pit l 

口 偽

図17 S B 7 (1 : 80) 
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図 1 8 S B  7 出土土器 (1 : 4 )  
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(2) 蒻跡

S Z 1 

S B 2 と 重 複関係にあ リ 、 南か ら 西に か

けて破壊 を 受けて いる ため全体 を 確認する

こ とは で き な か っ た が 、 径7. 70m を 測る円

形 周 溝墓である。 溝は 全体に浅 く 西側 で20

cm - 30cm 、 東側 で 8 cm を 測る も ので、 西側

断面 は 2 附に分府 さ れ 、 上I岡 は 暗褐 色の粘

土賀土I習 、 下 岡 は 黒褐色の粘 土 質 土屑 で、

い ず れ も 礫 を 多 凪に 枇 入 し て いる。 周 溝 は

北束側に陸桃部が認め ら れ 、 お そ ら く こ の

一箇所のみに設け ら れる も のであ ろ う 。

周 溝範 囲 内の中 央部分に は 1 80cm X 130cm 

の隅 丸長 方 形 を 呈する主体部が検出 さ れ 、

深 さ は 45cm を 測る。

主体部か ら 出 土 し た 土 器は 、 す べ て 毅土

上陪 か ら 中 府にかけて 出 土 し て いる。 主体

部の調査状況か ら 木棺 を 用 い た 埋葬 である

と 判断さ れ 、 その出 土状況か ら 木柁の蓋の

上に供 え ら れ た 土 器と 考 え た い。

S
 

____ , 

。 z m 

図 1 9 S Z l ( 1  : 80) 

検出状況 完堀
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主体部逍物出 土状況 周溝内遺物出 土状況
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。 10cm 

図20 S Z 1 出 土土 器 ( 1 : 4 )  

出 土土器 ［図20] に は 壷 ( 1 ) 、 甕 ( 2 · 3 ) 、 鉢 ( 4 · 5 · 6 ) があ る。 この中 で 3 のみ周 溝 内 か ら 出土 し た

も ので、 その他は す べ て 主体部か ら の出土である。

1 は 赤彩 さ れる壷 で内面の赤 彩 は 頚部 ま で及 び、 胴部は ハ ケ に よ る調整 で仕上げ ら れる。 2 は 9 本単位の櫛描

簾状文 を 頚部に施文 し たの ち 、 頚部か ら 口 縁端部と頚部か ら 胴部へと い う 順に波状文 を 施文 し て いる。 3 は 6 本

単位の櫛描簾状文 を 頚部に施 し 、 胴部に は 波状文が施文 さ れる。 4 · 5 は 全 面に赤彩 さ れる鉢で、 4 は 口 縁部に

2 ケの小孔が一箇所に 穿 た れる。 なお 5 は外面底部に ま で赤彩が施 さ れる。 6 は 口 縁端部に面取 り さ れ有段 口 縁

と なるが 、 高杯と なる可能性 も あ ろ う 。

主体部 は 先述 し た とお り 木棺 を

用 い て 埋葬 さ れる も のである。 墓

堀内部に は 多 く の礫が確認 さ れ て

お り 、 その出土状況か ら 木棺に使

用 さ れる板材 を 墓堀内にお い て 組

み立てる際に その安定 を 図るため

用 い ら れた 礫 で あ ると判断さ れる。

礫の散布状況か ら 木棺の大 き さ は

長辺130cm 短 辺50cm を 測 る 長 方 形

を 呈する も のである。 木棺墓内底

面のやや浮 い た と こ ろ か ら は 鉄釧

と歯が出土 し て いる。 歯 は 奥歯が

4 本並んだ状態で出土 し た 。 鉄釧

は 潰 れ た状 態 で出土 し 、 破片の中

に繊維質の付滸が認め ら れる こ と

か ら 、 お そ ら く 布に く る ま れて 副

葬品と し て 棺内に納め ら れ た も の

と 判断する。 頭位は 歯の出土位置

に よ り 東に 向 く も のと思わ れる。

® 

。 50cm 二 赤彩土器

402 60m 

図21
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S Z 1 主体部微細図 ( 1 : 20) 
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図22 主体部出 土鉄釧 ( 1 : 2) 
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S Z 2 

調査区の中央付近 に検出され他遣構と

の重複はみられな い ものの、 溝の北側一

8 部分は確認できなかった。 その他には陸

橋部は認められなかったため、 S Z 1 に

おける調査結果から北側に陸棉部を持つ

と思われる径6 . 50mの円形周溝墓である。

溝は全体に細く浅 い もので、 遺物の出土

もみられない。 主体部は周溝範囲内の中

l\ � - � 尺》央部に位罹し墓堀は235cm X 1 50cmの隅丸 ’ ’ 
I I 

長方形を呈する もので、 その底面には長

辺170cm 短辺75cm の長 方形の 落 ち込み 、

さらにその底面から長辺方向に楕 円形の

小口 穴が検出され、 その位置から小口 板

を埋め込む 木棺を用 いたと判 断される。 ゞ E 

出土土器 ［ 図24] は壷 1 点のみで、 赤 ゜ z m I 呂�I 
彩された 口 縁部破片である。 また内部か

らは鉄釧などの金属製品と管玉 l 点 ・ ガ 図23 S Z 2 ( 1 : 80) 

ラス王4点が出土して い る ［ 図26 ] 。 鉄

釧はバラバラになって出 土している。 管

玉の石材は緑色i疑灰岩製である。

゜ 10cm 

図24 S Z 2 出土土器 ( 1 : 4) 主体部鉄釧 出 土状況

S Z 2 
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主体部完堀

1 : 褐 色粘牧土

2 : 暗 褐 色粘 質 土

3 : 黒 褐 色粘質土 炭化物 多 く 含む

4 : 暗 褐 色粘質土 2 1杓 に 比べ暗い
。
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図25 S Z 2 主体部微細図 ( 1 : 20) 

主体部検出状況① 主体部検出状況②
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図26 主体部出 土鉄釧 (1 : 2) · 玉類 ( 1 . 1 )  

S Z 3 

S B l · S B 7 と重複関係にある。 こ の両住居跡により大半が破

壊 されているため 、 周溝の北側の陸橋部が検出 されたにすぎず、 よ

っ て周溝のはとんどと 主体部は確認できなか っ た。 出 土遺物 もなく

判 断 に 苦しむが 、 遺存する形態から円形周溝墓であると考 え る。

S Z 3 

... 

- 3  

1111
6 

--- 4  
．， 

S Z 2 出 土鉄釧

� □ :� 
図27 S Z 3 (1 : 80) 

s z l (奥） と S Z 2. (手前） の配罹
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S K 2  

長辺135cm 、 短辺95cmを測り 、 平面 形は隅 丸 長 方形を

呈す る 。 土 器 な ど の 出 土遣物はな い も の の 、 底面よ り や

や浮いた位臨から歯が出 士してい る 。 長 辺壁際の底而に

は楕 円形の 小 口 穴 が対に検出 さ れ 、 歯 の 出 土と遺構の検

出状 況から束 に 頭を向けて埋葬 さ れた も ので、 長辺100

cm 、 短辺50 cm程の棺を用 いた木棺墓であ る 。 弥生時代後

期 に 比定 さ れ る であ ろ う 。
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小 口 穴検出状況

S K 3  

S B 2 の 東側 に 検 出 さ れ 、 長辺210 cm 、 短辺105cmの隅丸長方
止く ぅt _, 

形を呈す る 。 底 而 に は中 央部分に 不整長方 形の窪みが確認 さ れ 、

そこ に逍物が集中す る 。 こ の 部 分 に 長辺1 35cm 、 短辺55cm程 の

木棺が用 いられた も のと 判 断したい。

出 土遺物 ［図30 ] には銅釧 、 鉄鏃 、 管玉、 ガ ラ ス玉かあ る 。

銅釧は 5 つ連 なった状態で出 土し 、 その中には手首と思われ る

骨が残っていた。 ち な みにその 他の部分での骨 の確認は さ れて

い な い。 鉄鏃は無茎で底而よりやや浮いた位瞳よ り 出土してい

る 。 管玉は散乱して出土してい る ため、 埋葬時に 消装していた

も のとは考えにくく、 その 散乱状態から遺体の上に撒き散らし

たよ う な状況が想定できよ う 。 調査時において24点 、 内部の 上

を水洗いした際に1 1 点 が 出 土し 、 合計35点 出 土した。 石材は緑

色凝灰岩製が19点 、 鉄石英製が15点あり 、 も う l 点は鹿角 製と

思われ る 。 ガ ラ ス 玉はすべて水 洗 い の際に 出土した も ので10 点

あり 、 色はすべてス カ イ ブ ルーであ る 。
ー 25 一
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立 ち割 り 断面

S K 3 完堀
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S K4 

南側は検出できず、 北側に掘り込みの一部を確認できたにすぎなか

っ た も のの、 長辺方向の底面には 2 つの楕 円形を呈する小口 穴が検出

された。 長辺130 cmを測る 木棺墓である。 木棺は小口穴の位置などに

より長辺80 cm 、 短辺45cm程の範囲 内にある も のと考 え られ 、

さい も のである。

且a餃 泊勺 /j ヽ

検出 面から非常に浅か っ たため出土遺物はな いが 、 弥生時代後期に

比定 されるであろ う 。

S K 5  

S B  1 の北に検出 され 、 他遺構との重複はな い 。 長 辺130 cm 、 短辺

6 5cmを測る 木棺墓である。 長辺の底面には小 口 穴が 2 つ確認 され、 木

棺の大き さは小 口 穴の位置により、 長辺75cm 、 短辺40 cm程の範囲 内に

ある も のでS K 4同様に小 さ い も のである。

検出面からは10cmの深 さを測るか遺物の出 土はなく時期比定は難し

い か、 弥生時代後期の 木棺墓と 判 断したい 。

S K 5  
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S K 6 

S Z l の東に検出 された も ので 、 径55cmを測る円形の土器棺墓である。 土 器棺には大形の壷 2 個体が使用 され

ており 、 底部を西に向け横に された状態で埋置 されて い る。 ロ 縁部を欠 い た壷 ［図34- 2 ] に壷の胴部 ［ 同 一

1 J か被 さるよ う に出土 ［図33] しているが、 上部削平により 2 は半分程 、 1 はほとんどに破捐を受け破片でし

かない 。 内部には土か流入しており 3 層に分層できる。 上層 は暗灰色の粘土質土 層でかなり強 い 粘りがある。 中

層は黄褐色砂質土層で細 い 帯状となる。 下 層は黒褐色の粘 土質土層で強い 粘りがある。

l は胴部破片で内面が荒れ、 部分的に剥離する。 2 は外面胴部まで赤彩 されるがその他の部分についてはみら

れない。 なお土器棺内の土を水洗 いしたが歯や骨片 、 玉類などの副葬品と思われる遣物の出 土はない。
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図34 S K  6 出土土器 ( 1: 4) 
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S K 7 

S Z 1 の西 で検出 さ れ、 南側 一部に破壊 を 受け全体は 確認 で き な

か っ た も のの長辺120cm 、 短辺75cmの隅丸 長方 形 を 呈する木棺墓 を

想定するが、 他で検出する木棺墓 と はやや様相 か 異 な る。 大 き さ が

他の木棺墓に比べ小 さ いのに加 え 、 小 口 穴 も 確認 で き な い こ と か ら

本 遺構 を 木棺墓 と 判断する根拠 は な い。 む し ろ 土堀墓 と なる可能性

が考 え ら れる。 覆土内か ら は 赤彩の鉢が 1 点 ［図36] 出土 し て いる。

S K S 

S B l と 重複関係に あ り 、 S K 2 と S K 5 の間に検出 さ れて いる。

S B  1 に 南側 1/3程 を 破壊 さ れ て いるが、 長 辺160cmの木棺墓 で、 底

面に は 小 口 穴が検 出 さ れ、 その位潰に よ り 長辺105cm、 短 辺45cm程

の木棺 を 想定する。 他の木棺墓同 様小 さ い も のであ り 、 出土遺物は

な い 。
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図35 S K  7 ( 1  : 20) 

0
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一

図36 S K  7 出 土土器 ( 1 : 4)  
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(3) 土坑•溝跡 • その他

S Kl 

本来調壺 対象地区では なか っ た もの の 、 造成による削平のため包含層 の露

出した地点の調査にお いて検出 された遺構である。 平面形は円 形を呈し、 径

9 5cmを測る。 （ 図4 調森区全体図参照）

出 土土 器 ［図38] には深鉢かある。 口 縁部と底部 を 欠 き、 外面には条線

（ 条痕文）が施文 され、 その様相から縄文時代晩期に比定される ものである。

今 回 の 調在にお いて縄文時代の追構が検出できたの はこの遺構しか なく判 然 ゜ 1 0cm 

とし な い ものの 、 周 辺に該期の居住域が存在する可能性 も考えられよう。 本 区138 S K 1 出 土土器 (1 : 4) 

遺構の 周 辺には大小様々 な遣構が検出 されているが、 S Kl 以外の逍構に関しては遺物の出土が な いため遺構名

を付けず 、 すべて一繹めにして「Pit/洋1 」と便宜的に呼ぶ こ ととする。 こ の Pit群lには土坑が19 基、 溝状辿構

が1 本あり、 S Klが縄文時代晩期に比定 されることから、 これらの遺構 も同時期 の ものと考えて良 い ものと思

われる。

�i;●ヽ •

P沿洋1 (S K 1 含む） 検出状況 Pit群2検出 ・掘り下げ作業

S D  1 

調壺区 の 中 央を南北に縦断する形で検出 され

た逍構で 、 S B 6 と重複関係にある。 幅は平均

2 . 3Qm 、 深 さは最 も深い ところで1 .40 mを測り、

断而は V 字形を呈する。 堆梢踊は3 陪に分層 さ

れ、 1 附 （上 層）は 暗 褐 色 粘 土 質 土 層、 2 層

（ 中 屑）は黄褐 色砂）質土屑 、 3 陪 （下附）は黒

褐色粘 t賀土陪で 、 上 ・下 層には 多捐の礫が混

入する。

土 器は 主に下岡から出 土しており、 古墳時代

前期土器 （ 図40 - 1 -15) と弥生時代後期土器 (16 -21) が同一 の 府から出土しているが、 中 層からの遺物の 出

4 0 3 . 0 111 

図39 S D  1 土府 断面図 (1 : 40) 

土はな い。 この溝は七器の出土状況から構築時期を弥生時代後期と考えるが 、 同時期の遺構と思料 される東側に

展開する墓跡を囲む 、 い わゆる区画溝的 な役割をはたす溝と把握したい。

出土した古墳時代前期土器には、 甕 (1 -4) 、 壷 ? ( 5 ) 、 鉢 (6 - 9 ) 、 器台 (10 · 11) 、 台 付甕 (15) があ

り、 弥生時代後期土器には 、 壷 (16 -18) 、 甕 ( 19 -21 ) がある。
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S D 2 

S D l の西側 に 検出 さ れ、 中 央部分に 撹乱を受ける も のの調査 区を南北に 縦 断する幅約 S m 、 深 さ 80 cm 前後を

測る大き な 泄状逍構である。 土 附 堆柏状況は図41に示したとおりか なり複雑で 、 ほ と ん どは黄褐色系の砂質土）蜀

に 毅 われている。 下 ）蜀 にはJI音 褐 色ある いは黒 褐 色の枯土質 土層が堆栢しており、 こ こ より土器が出 土している。

出 土 上 器 ［ 図42] に は壷 ( 1 · 2 · 5 ) 、 甕(3 · 4 ) かあり、 1 - 4 は古培時代前期 、 5 は弥生時代後期 に 比

定 さ れる土 器である。 2 は有段 口 縁と なり 、 口縁部に は 4 本単位の櫛状工具により外而 に 波状文 、 内 面に は波状

文と直線文が交五 に施文 さ れる。 外而の段部分は欠損しており判 然とし な い が舌状に 突 出する可能性 も あろ う 。

本辿構の西側 一俯 に はPit群 2 が検出 さ れているか 、 Pit内 からは も とより検 出 面から も 逍物の 出 土は皆無であ

り、 各Pit も 検出が明瞭で な 〈 人為的に 掘り込まれた造構とは考 え に く い 。 また こ の溝状遣構は 人 為的構築と い

う よりは 自 然流路として判断する方が 妥 当のよ う に 思 われ、 こ の 自 然 流路は辿跡の西端と理解したい 。

l .K I·. 6 貿褐 色砂質 1 1 褐色 シ ル ト 質 16 明 鉗橙色砂質 21 II音褐 色粘土質
2 灰 黄色砂質 7 灰鉗褐 色シ ル ト 質 （炭化物含） 12 明鉗褐色砂質 17 暗黄褐色 シ ル ト 質 22 11/'i褐色粘土質 （炭化物・ 上｝蹄il-1:.)
3 灰 紺色砂禾I] 8 灰鉗褐 色砂質 13 ;It褐 色 シ ル ト 質 18 暗 紺橙色砂質 23 黒 褐 色粘土質 （ ＂ 
4 灰 飢褐色砂質 9 貨褐色Ii少質 1 4 灰黄褐色砂質 19 灰焦褐色粘土賀 24 黒褐色粘土t'l (礫 多砒に 含）
5 Iリ!&褐色砂't'J JO 灰 黄褐 色 シ ル ト ’質 15 灰妓褐 色 シ ル ト 質 20 灰褐色粘士質 25 褐 色粘土質 （ II ） 

図4 1 S D2 土岡断面固 ( 1 : 60) 

S D2 土層 断面
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図42 S 0 2 出土土器 ( 1 : 4) 
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IV ま と め

弥生時代後期の墓については円形周溝墓•木棺墓 • 土器棺墓といった 3 種類の形態を確認する こ とがで き た。

浅川扇状地遺跡群内において円形周溝墓の確認は今 回が初例であるか、 検出された周溝は全体に細く浅い もの

で 、 従 来の認識からすればやや貧弱なイ メ ー ジ を抱くの も否めない。 周溝の規模が大 き くない こ とから掘削の際

に出る土最は多 〈 なく、 溝により区画された内部の盛り土はそれほど嵩い ものではなかったといえるが、 これに

よって墓堀か深く掘り込まれ 、 幸いに も 主体部の検出状況は比較的良 好であったといえる。 またS Z 1 に関して

いうならば、 地形が北西から南東に向かって傾斜しており こ れを意識した構築がな されている ものと思われる。

したかって北西側の周 溝は深めに、 南東側の周溝は浅く掘られている状況 もこういった地形条件に左右 された構

築方法をとった ものといえる。 周溝墓の周辺には木 棺墓や土器棺墓が整然と並び、 断面かV 字となる溝 ( S D 1 )  

が周 囲を取り囲むように巡っている当時の墓域を想像する こ とがで き る。

埋葬には検出 された逍構の様子から組み合わせ式 箱形木棺 （以下、 木棺と略す）が用いられたとみられる。 木

棺の形態分類については福永伸哉氏の研究を参考にするところが多 〈 本稿において も氏の分類に従う こ ととする。

福永氏によれば墓堀に観察 される差異により大 き 〈 3 形態に分類する こ とがで き るとし、 墓堀の底面に認めら

れる小 口 を埋め込む穴 、 い わゆる小口 穴が検出される 「 I 型 木棺」と認められない「I I 型 木棺」とに区別されて

いる。 今回の調査において も I 型 木棺· . II 型 木棺双方が確認されているが、 特に円形周溝墓 主体部の埋葬に用い

られた 木棺が S Z 1 では II 型 木柁、 S Z 2 では I 型 木棺と異なった形態を用いている点非常に興味深い�
l )

出土遣物に関しては II 型 木棺を用いた ものと思われるS K 3 からの 5 連の銅釧や無茎の鉄鏃、 35点の管玉と10

点のガラス玉などが 目 をみはる。 県内における こ れまでの調査例をみてみて もこれだけ種類の豊富な遺物を出 土

した墓跡はあまりな 〈 （表 2 参照）、 と 〈 に銅 釧 5 点は1 甚の墓から出土した数としては上直路遺跡 （佐久市）

の1 5点に次ぐ多さで、 長野市内の調査による複数の出土は本例が初めてとなる。 銅 釧は鋳造品とみられ、 腕 から

の取りはずしはほとんど不可能な状態であったと考えられるため、 被葬者は銅釧を瘤装 （右腕）したまま埋葬さ

れた もので、 中に残っていた手首と判 断 される骨は こ れを裏付ける ものといえる。 鉄鏃は副葬品として棺内に納

められた ものと思えるか、 出土位謹 から体内にあった可能性 も捨て切 れない。 また調査時に出土した管玉24点

（残りの管玉11点 ガラス玉10 点はすべて内部の土を洗浄した際に出土している）は連なることなく散乱して出土

している。 埋葬の際、 被葬者に対して何らかの葬送儀礼を行っている ものと思われるが、 銅釧の下から も管玉が

出土していることを考慮すれば逍体の上に直に撒 き 散らしたと考える方が妥 当であろう。

S Z 1 の 主体部裂土上層 からは多くの小型土器が出土している。 埋葬には 木棺を用いているとみられる こ とか

らおそら 〈 棺上においてこれらの土器を使った葬送儀礼が行われた ものと判 断したい。 底面からは鉄釧が潰 れた

状態で出土し、 一部の表面には布状の繊維質 が付着している。 埋葬時に副葬品として布にくるまれて棺内に納め

られた ものと推測する。 鉄釧は幅が細く断面は肉厚の三角形を呈する もので 、 数 本が密焙しており接合の結果全

周する ものはないか 3 -4周の螺旋状になる ものと想定したい。 またS Z 2 から も鉄釧が出土している ものの、

S Z 1 出土の ものと比べると幅が広 〈 断面は扁平な三角形となる。 すべて接合はしないが 、 破片の中に端部が認

められる こ とから螺旋状になると思われる。 そのほか不明鉄 片 や管玉1 点 ・ ガラス玉4点が出土している。 これ

ら以外の墓に関して木 棺墓とみられるS K 2 · 4 · 5 · 7 · 8 、 土器棺墓の S K 6 からは副葬品や埋葬時に身に

着けていた装飾 品などの出土は確認されず、 S Z 1 · 2 や S K 3 と比較すればその規模は小さく、 またS K 7 な

どはむしろ土堀墓である可能性が高い。 墓の内部から形状をとどめている骨はS K 3 の銅釧内の手首の骨と思わ
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表 2 長野県内 に お ける弥生時代墓跡出 土金属製 品一魏表(2)

辿跡名 所在地 墓の形態 時期 金属 製品の種類 伴出迫物
須 多 ヶ 峯遺跡 飯 山 市飯 山須 多 ヶ 牽 円形周溝墓 後期 鉄釧 土 器 ・ 勾玉

湯倉洞窟 下高井郡高山 村 後 期 鉄釧 土器
七瀬辿跡 中 野市七瀬 土 器棺墓 • 土堀墓 後期 銅鏃• 鉄鏃• 鉄ヤ リ ガ ン ナ 土器
本村東沖遺跡 長野市上松 木棺墓 • 円 形周溝墓 後期 銅釧 •鉄釧 •鉄鏃•鉄片 土器 ・ 管玉 ・ ガ ラ ス 玉
上松東団地地点
篠 ノ 井遺跡群 長野市篠 ノ 井塩崎 円形周溝墓 後期 銅釧• 銅鏃・ 鉄釧 ・ 鉄鎌 土 器 ・ ガ ラ ス 玉
新幹線地点
篠 ノ 井遺跡群 長野市篠 ノ 井塩崎 円形周溝墓• 木棺墓 ？ 後期 鉄釧• 鉄剣• 鉄鏃 土 器 ・ ガ ラ ス 玉
聖川 堤防地点 土堀墓

光林寺裂山 追跡 長野市篠 ノ 井小松原 不明 中期 ？ 鉄 斧 土柑怜
上 田 原遺跡 上 田 市上田原 土堀酪 • 円 形周溝墓 後期 鉄矛 • 鉄釧 土 器 ・ ガ ラ ス 玉
上直路遺跡 佐久市岩村 田 木棺墓 後期 銅釧 土 器
中城原遺跡 大町市社館 ノ 内 木棺墓 後期 鉄釧 ・ 不明鉄製品 土 器 ・ 管玉 ・ ガ ラ ス 玉
丘中学校遺跡 塩尻市広丘 方形周溝墓 後期 鉄釧 管玉・ ガ ラ ス 玉
家下遣跡 茅野市 ち の横 内 木棺墓 後期 銅釧
滝沢井尻遣跡 飯 田 市伊賀 良大瀬木 方形周溝袋 後期 鉄剣

れる も のの他、 S Z 1 の 主体部やS K Z からは奥歯が出 土している。 その出土位置から頭位は東に向く も ので、

その他の墓に関して も 同時期の も のと把握されることから 、 頭位はすべて東へ向けて埋葬されているであろ う。

古墳時代の住居跡は全部で7軒確認され、 出土する土器の様相からすべてが前期に比定される も のであるが、

調査時におい てこれら住居の裂土に差異が認められている。 S B 1 · 4· 5 の裂土には黄褐 色の砂質土の堆梢が

確認され、 そのはかの住居の裂土には見られず住居構築に時間差かある も のと理解できる。 ここでは黄褐 色の砂

質 土層が確認されるS B 1 · 4 · 5 をA 類住居、 確認されない S B 2 · 3 · 6 · 7 を B 類住居と分類する。

A 類住居は大きく3 層に分層でき 、 上 層となる黄褐色の砂質土 層中からは遺物はまった 〈 出土せず、 すべてそ

の下層からの出土である。 B 類住居にはこの黄褐色砂質 土層が確認されず 、 暗 い 褐 色 系の土か堆稜するのみであ

る。 このように毅 土の異なった堆積状況がみられる も のの、 住居の平面形や内部施設な どの住居構造にはそれほ

ど大きな差は認められない。 住居の平面形は基本的に方形を呈し、 主柱穴は4本の方形配列となる。 主柱穴間に

は炉が築かれ、 壁溝 · 貯蔵穴• 間仕切溝が普遍的に存在する。 検出された住居すべてが全体を把握できたわけで

はない のでこれらの条件が皆あてはまるとい う も のではないか、 該期住居形態の一様相と し てとらえることがで

きる。 先述したとおり各住居と も 出土する土器は前期に比定される も ので、 A 類住居 · B 類住居と も に出土する

土器形態には大きな差はみられない。 しかしながら、 裂土にみられる差異は明らかにA 類住居と B 類住居とに時

間差が生じていることをうかかわせる も のであり、 とくにS B 1 と7 に認められる重複はこの時間差の存在を明

確にしている も のである。 調査所見からすれば S B 7 を破壊してS B lが構築されており、 出 土する土器の様相

を考慮すればB 類住居群廃絶後極めて短時間のうち に A 類住居群が構築されたことが理解できよう。

従来浅川扇状地遺跡群内の調査において該期の住居跡が検出された例ははとん どなく 、 今回の調査成果は重要

である。 先述したとおり各住居と も 平面形や内部構造には共通性が認められ、 普遍的に存在する貯蔵穴や壁溝、

間仕切溝、 S B 2 · 3 に検出されたベッ ド 状遺構な どは、 平成3年度に発掘調資された木村東沖逍跡長野 高校地

点の古墳時代中期から後期の住居跡に も 見られる も ので 、 住居形態の変遷とい うことに関して も 良 好な資料にな

るのではなか ろ うか。

検出された7軒の内 S B 1 と6 を除 いた各住居に確認された間仕切溝は、 壁際に巡る壁溝に付属するような形
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で床 面に掘 り 込まれ住居中 央に向かって延びる溝状遺構で、 住居 主軸方向(3)手前壁中央付近 に 1 本の間仕切 溝が

認められるこ と は間仕切溝の検出 される住居に共通して言え る。 この他に も 複数の間仕切 溝が検出 されている も

のの、 その位置は様々で共通性は感じられな い が、 S B 2 は南壁から、 S B 3 は西壁からそれぞれ 主柱穴(Pit4)

にかけて築かれる間仕切溝には一種の規則的構造がうかが え る。

間仕切溝は住居内に仕 切壁のような板材を埋め込む際に掘られた溝 と 判 断 され、 仕切壁は住居内の空間を区画

する役割 、 つまり「部屋割 り 」をしている も の と 想定する。 この「部屋割り」 された 各箇所は中央の広 間（居

間）を中心に 、 ある部分では寝室またある部分では作業場など と い ったその用 途に応じてのいろいろな使い分け

が されていた と 推測 される。 と くに規則 的に区画 される手前隅には貯蔵穴が構築 され、 その脇には出入 口 と も 思

えるような施設(S B 3 · 5 ) も 確認 されてい るこ と から、 この空間を「出入 口 と 貯蔵施設の部屋」 と 理解する

こ と も できよう。 しかしながらどの空間をどういった 目 的で使用したかについてはそれを立証できる遺構 · 遺物

に乏し 〈 、 今の と ころ明確にするこ と ができな いため明言は避けておきたいが、 いず れにせよ区画するこ と によ

って住居 内の限られた空間をより有効に利 用しよう と する生活様式の現れである と 考 え てい る。

註

( 1 ) 長野県 内に関しては青木 一男 氏に よ り 集成 ・ 研究がな され、 本報告書を作成するにあたって氏の文献 等を参

考に させていただき、 また貨重なご助言を賜った。

(2) 金屈器一覧表について、 様々な文献または 多くの方々からのご教示を参考にして作成を試みたが、 すべてを

網羅している と は言い難い。 おそらく不備があるように思 え るが、 機会を見て改めて集成してみたい。

また光林寺裏 山逍跡出土の鉄斧について、 共伴する土器の様相から中期 と して扱った。

(3) 住居の 主軸方 向につ いては炉の検出 された位置により任意に設定した も のである。 基本的に炉は住居の奥に

位罹する も の と し、 その反対側すなわち手前には出入 口 と 思われる施設がある も の と 考 え 、 この方向を 主軸 と

した。 なお S B 4の様に炉の検出 されなかった住居や、 S B 7 の様に炉の位置が他の住居 と 違う も のなどは、

これら住居が同時期でありみな同じ方向にむいてい る も の と 仮定して扱った。
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表 3 遣構観察表①

番 器種万＇ 

S B  1 

1 ギ., ,,:,. .  _ 

2 甕

3 甕

4 甕

5 高杯

6 鉢

7 3・花

8 鉢， 鉢

1 0  甑

1 1  

1 2  

S B 2  

1 ,:;,: -
2 "*' 

並

3 多ム!t, 

4 甕

5 

6 ,J屯屈

7 鉢

8 高杯

9 高杯

10 

1 1  

1 2  

l 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

1 0  

1 1  

1 2  

1 3  

1 4  

1 5  

高杯

器 台

器 台

S B  3 

上耳己

宰-='a, 

宰"" 

甕

甕

珈.bし

甕

甕

�.b111 C 

甕

鉢
命' "：�ロ

択,,it, ムロ

器 台

器 台

法景 (cm)

ロ 径 底径 器高

1 4 . 7  7 . 6  29 . 7  

2 1 . 5 6 . 1  

2 2 . 0  3 . 6  

1 9 . 2  2 . 7  

20 . 6  2 6 

1 4  . 1  4 . 2  

8 . 0  

1 1 . 1  4 . 6  4 . 5  

1 2 . 8  4 . 4  

1 1 .  9 2 . 6  7 . 0  

6 . 6  2 . 0  

1 2 . 4  5 . 7  

1 9 . 4  5 . 1 

5 . 5  

1 4 . 3  3 . 8  1 8 . 0  

1 3 . 8  5 . 4  2 7  4 

2 . 2  2 6 

1 2 . 8  7 . 3  

1 4 . 0  5 . 9  

1 9 . 7  1 5 . 4  1 3 . 2  

1 7 . 4  6 . 2  

1 6 . 6  4 . 5  

10 . 1  5 . 1  

1 1 . 6  6 . 0  

1 7 . 0  12 . 0  

1 2 . 2  3 . 2  

2 2 . 8  6 . 7  

1 9 . 6  5 . 6  

1 7 . 2  8 . 7  

1 2 . 8  4 . 2  

1 5 . 0  4 . 2  

1 5 . 4  6 . 1 

1 5 . 9  6 . 6  

1 5 . 6  6 . 1  

1 3 . 4  4 . 7  

1 5 . 0  3 . 1  

3 . 4  

3 3 

1 1 . 6 4 . 1  

成 形 調 整 文 様
備 考出 土位謹

外 面 内 面

貯蔵穴 ハ ケ ロ 縁の ち ヨ コ ナ デ ハ ケ ロ 縁の ち ヨ コ ナ デ

床 9 ヽ ヶ 口 縁 ヨ コ ナ デ 胴 部ヘ ラ ケ ズ リ

裂 土 ハ ケ → ヨ コ ナ デ ロ 縁端部面取 り ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ

覆土 ヨ コ ナ デ ロ 縁端部面取 り ヨ コ ナ デ

床 ナ デ （ 器 面 荒れ ） ヘ ラ ミ ガ キ

毅 土 ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ

裂 土 1 0本単位の櫛描T文字 ・ 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ ロ 縁 ～ 頚部ヘ ラ ミ ガ キ ・ 胴 部 ハ ケ

床 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ （ 底 部 ま で及ぶ） 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ

床 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ （底 部 ま で及ぶ） 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ

床 ハ ケ ロ 縁の ち ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ ロ 縁の ち ヨ コ ナ デ

床 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ

床 器面荒れ ノ ヽ ケ

床 ヘ ラ ミ ガ キ ロ 縁端部面取 り 有段 口 縁 ヘ ラ ミ ガ キ

床 ハ ケ 赤彩 ヘ ラ ミ ガ キ ナ テ

Pit 4 上 層 口 縁 ヨ コ ナ デ 胴 部 ハ ケ ロ 縁 ヨ コ ナ デ 胴 部ヘ ラ ケ ズ リ

床 ハ ケ ロ 縁の ち ヨ コ ナ テ ハ ケ → ヘ ラ ケ ズ リ ロ 縁 ヨ コ ナ デ

床 ノ ヽ ケ ノ ヽ ケ

Pit 4 下 層 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ

Pit l ・ 床 ヘ ラ ミ ガ キ 底部ヘ ラ ケ ズ リ ヘ ラ ミ ガ キ

Pit4 · 床 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ 杯部ハケ→赤彩• ヘ ラ ミ ガキ 槻部ハ ケ ・ ナ テ・

床 ヘ ラ ミ ガ キ ロ 縁端部軽 い ヨ コ ナ デ ヘ ラ ミ ガ キ

床 ヘ ラ ミ ガ キ ロ 縁端部軽 い ヨ コ ナ デ ヘ ラ ミ ガ キ

床 ハ ケ ロ 縁 ヨ コ ナ デ 器部ヘ ラ ミ ガ キ 台 部ナ デ

床 ヘ ラ ミ ガ キ 器部ヘ ラ ミ ガ キ 台 部 ハ ケ → ナ デ

裂 土 ・ 床 ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ 口 縁ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ 胴 部ナ デ

床 ヘ ラ ケ ズ リ ？ ナ デ ヨ コ ナ デ ハ ケ

裂 土 ・ 床 ヘ ラ ミ ガ キ ロ 縁端部而取 り 有段 口 縁 ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ ・ ヘ ラ ケ ズ リ

床 ハ ケ ロ 縁 ヨ コ ナ デ ナ デ

床 器 面 荒 れ 器 面荒れ

床 器面荒れ 器面荒れ

床 ナ デ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ

床 ヨ コ ナ デ ロ 縁端部面取 り ヨ コ ナ テ

床 ナ デ ロ 縁端部面取 り ナ デ

床 l」胆 コナテ' ij靡ハケ→へ う ケ ズ リ 11緑翡面取 り 届I咀紋 ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 板 ナ テ

床 ヘ ラ ミ ガ キ ハ ケ ・ ナ デ ・ ヘ ラ ミ ガ キ

床 ヘ ラ ミ ガ キ ロ 縁端部 ヨ コ ナ デ ヘ ラ ミ ガ キ

床 ヘ ラ ミ ガ キ 器部ヘ ラ ミ ガ キ 台 部 ナ デ

床 ヘ ラ ミ ガ キ 器部ヘ ラ ミ ガ キ 台 部 ハ ケ ・ ナ デ

覆 土 ヘ ラ ミ ガ キ 器而荒れ
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表 4 逍物観察表②

番 法昴 (cm) 成 形 調 整 文 様
器種 出 土位臨 備 考

ロ 径 底径 器高 外 面 内 面

1 6  台付甕 1 2 . 0  6 1 床 ハ ケ 脚 部 ナ デ ヘ ラ ミ ガ キ 脚 部 ナ デ

1 7  鉢 5 7 4 9 床 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ 底部ヘ ラ ケ ズ リ 赤 彩 • ヘ ラ ミ ガ キ

S B 4  

1 石--"
be, •.'. · 24 . 2  8 . 2  殺土 ・ 床 ハケ→へう ミ ガt 3 つ単位のボ タ ン 5 ヶ所 D縁躊菰面取 り 有段D穀 ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ → ヨ コ ナ デ

2 甕 1 8 . 2  1 1 .  2 裂土 ・ 床 ハ ケ ・ ロ 縁の ち ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ

3 甕 20 . 6  2 . 5  床 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ

4 きよ恒し 1 9 . 4  3 . 5  床 ハ ケ → ヨ コ ナ テ ハ ケ → ヨ コ ナ デ

5 甕 1 4 .  0 3 . 0  床 ハ ケ → ヨ コ ナ テ ハ ケ → ヨ コ ナ テ • ヘ ラ ケ ズ リ

6 甕 1 6 . 2  8 . 2  壁溝 • 床 ハ ケ ・ ヨ コ ナ デ ロ 縁端部面取 り ナ デ

7 甕 1 8  4 6 . 0  床 ハ ケ → ヨ コ ナ デ ロ 縁端部 面取 り ハ ケ→ ヨ コ ナ テ ナ デ

8 甕 24 . 0  3 . 4  裂 土 ヨ コ ナ デ ロ 縁端部面 取 り ヨ コ ナ デ

9 甕 1 6  6 7 . 5  裂 土 ・ 床 ハ ケ → ヨ コ ナ デ ロ 縁端部面取 り ハ ケ→ ヨ コ ナ デ

1 0  珈が 1 4 . 0  7 . 6  24 . 7  裂 土 • 床 ハ ケ → ナ デ ロ 縁端部面 取 り 1疑凹 線文 ヨ コ ナ デ ハ ケ

1 1  甕 1 6  2 1 .  4 毅 土 ナ デ ロ 縁端部面 取 り ナ デ

1 2  多ム栢し 23 . 6  1 . 1  裂 土 ヨ コ ナ デ ロ 縁端部面取 り 凝 凹 線 文 ヨ コ ナ デ

1 3  甕 18 6 1 0 . 0  床 ハ ケ→ ヨ コ ナ デ ロ 縁端部而取 り 凝11:'l 線文 ハ ケ → ヨ コ ナ デ

1 4  甕 8 . 6  裂 土 ハ ラ →ヘ ラ ケ ズ リ ハ ケ ・ 板 ナ デ

1 5  甕 6 . 0  1 1 . l  裂土 ・ 床 ノ ヽ ケ ハ ケ ・ ナ デ

1 6  鉢 1 8 . 8  7 . 0  床 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ

1 7  '.!,-",'. ' 1 3 . 3  6 . 3  壁溝 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ

1 8  志.S2.• 1 1 . 6  4 . 0  1 2 . 0  床 ハ ケ ロ 縁の ち ナ デ ハ ケ ロ 縁 ヨ コ ナ デ

1 9  壺 1 2 . 2  2 . 4  9 . 2  床 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ

20 鉢 16 . 2  6 . 1 床 ハ ケ →ヘ ラ ケ ズ リ → ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

2 1  器 台 1 2 . 8  3 . 6  床 ハ ケ→ ヘ ラ ミ ガ キ → ヨ コ ナ デ ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ

22 器 台 8 . 4  2 . 3  床 ョ コ ナ デ ロ 縁端部面取 り ヘ ラ ミ ガ キ

23 器 台 7 . 6  3 . 5  床 ヘ ラ ミ ガ キ ロ 縁端部 ヨ コ ナ デ 器部ヘ ラ ミ ガ キ 台 部 ナ デ

2 4  ,j蜘 2 . 2  2 . 5  床 ヘ ラ ミ ガ キ ヨ コ ナ テ�

25 小型揺 3 . 2  3 . 8  床 ナ デ ヘ ラ ミ ガ キ ・ ナ デ

26 ミニ和7 3 . 5  床 ナ デ ナ デ

S B 5  

1 ;# A互 1 7 . 4  6 . 0  床 ハ ケ → ナ デ ナ デ

2 台付甕 9 . 5  6 . 5  床 ナ デ 器 面 荒 れ ナ デ 器 面 荒 れ

3 台付甕 9 . 4  7 . 2  床 ナ デ 器 面 荒 れ ナ デ 器 面 荒 れ

4 ,j珈 1 4  4 3 . 4  床 ハ ケ → ナ デ ナ デ

5 器 台 1 2 . 2  5 . 6  毅土 ・ 床 ヘ ラ ミ ガ キ 器 部 ヘ ラ ミ ガ キ 台 部ハ ケ

S B 6  

1 3ギ立 1 0 . 8  1 3 . 4  毅土 ・ 床 ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ 口 縁ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ 胴 部ハ ケ

2 珈上し 1 3 . 0  1 2 . 8  床 ハ ケ → ナ デ ハ ケ → ナ デ

3 甕 1 9 . 0  6 0 26 . 1  床 ハ ケ →ヘ ラ ケ ズ リ ロ 縁ハ ケ → ヨ コ ナ デ ハ ケ ロ 縁 ヨ コ ナ デ

4 甕 8 . 8  床 ナ デ ・ ハ ケ ハ ケ →ヘ ラ ケ ズ リ

5 甕 7 . 3  床 ハ ケ ナ デ

6 高杯 1 8 . 2  1 1 . 6  1 1 .  0 毅土 ・ 床 ハ ケ → ヘ ラ ミ ガ キ 杯部ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ 脚 部ハ ケ
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表 5 遺物観察表③

番 法最 (cm) 成 形 調 整 文 様
器種 出土位罹 備 考号 ロ 径 底 径 器 高 外 面 内 而

S B 7  

1 碑-='= 1 6 . 8  4 . 9  床 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ

2 空一 4 . 8  6 . 9  覆土 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ ハ ケ

3 甕 1 9 . 6  6 . 5  覆土 ノ ヽ ケ ハ ケ ・ ナ デ

4 甕 16 . 6  4 . 2  覆土 ヘ ラ ケ ズ リ → ヨ コ ナ デ ハ ケ→ ヨ コ ナ デ

5 甕 5 . 2  5 . 7  覆土 ヘ ラ ケ ズ リ ハ ケ

6 甕 22 . 2  3 . 7  毅土 ヨ コ ナ テ ロ 縁部面取 り ョ コ ナ デ・ ヘ ラ ケ ズ リ

7 甕 1 3 . 6  4 . 0  毅土 ハ ケ ・ ロ 縁端部面取 り 凝凹 線文 ヘ ラ ミ ガ キ ・ ナ デ

8 甕 5 . 6  1 0 . 2  床 8 本単位の櫛描波状文 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガキ ？ 器面荒れ， 鉢 1 3 . 6  4 . 2  4 . 5  毅土 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 赤彩 · ヘ ラ ミ ガ キ

S Z 1 

1 壺 1 5 . 5  5 . 0  2 1 .  9 覆土 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ ・ ハ ケ 主体部

2 甕 1 2 . 6  5 . 0  1 3 . 3  裂土 9 本単位の櫛描簾状文• 波状文→ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガキ 主体部

3 甕 5 . 0  10  . 1  覆土 6 本単位の櫛描簾状文• 波状文→ヘラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ 周 溝

4 鉢 1 2 . 2  4 . 8  6 . 2  裂土 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ 2 ケ の小孔 l ケ 所 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 主体部

5 鉢 1 1 . 4  3 . 6  5 . 2  裂土 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 主体部

6 鉢 25 . 0  4 . 4  裂土 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ ロ 縁端部面取 り 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 主体部 主体部

S Z 2 

1 
ill!'. _, 一

1 8 . 8  3 . 0  毅 土 赤 彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ 主体部

S K 6  

1 宰出 7 . 4  覆土 ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ ハ ケ 器面荒れ 土器棺

2 ー宜コ 12 . 4  47 . 0  毅土 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ ナ テ ・ ハ ケ 土器棺

S K 7  

1 鉢 1 2 . 5  3 . 4  4 . 8  裂 土 赤 彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ （底部 ま で及ぶ） 赤彩 • ヘ ラ ミ ガキ

S K l 

l 深鉢 1 1 .  7 毅土 ヘ ラ ミ ガ キ 条痕文 ヘ ラ ミ ガキ ・ ナ テ

S D l 

1 甕 1 5 . 0  4 . 5  上層 ハ ケ → ヨ コ ナ デ ハ ケ → ヨ コ ナ デ

2 甕 1 8 . 2  5 . 1  上層 ハ ケ → ョ コ ナ デ ヨ コ ナ デ

3 甕 1 8 . 0  3 . 5  下 層 ハ ケ → ヨ コ ナ デ ロ 縁端部面取 り ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ

4 甕 1 6 . 4  5 . 5  下 層 ハ ケ → ヨ コ ナ デ ロ 縁端部面取 り ナ デ

5 壺 ？ 9 . 8  8 . 4  上層 ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ ・ ハ ケ

6 鉢 1 4 . 8  5 . 0  下層 ヨ コ ナ テ� ヘ ラ ミ ガ キ → ヨ コ ナ デ

7 鉢 1 0 . 1 4 . 2  5 . 0  上層 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ

8 鉢 1 3 . 2  4 . 4  6 . 3  下層 ハ ケ → ヨ コ ナ デ ハ ケ → ヨ コ ナ デ， 鉢 1 4 . 0  4 . 8  下層 ハ ケ → ヨ コ ナ デ ハ ケ→ ヨ コ ナ デ

10 器台 9 . 4  1 3 . 4  8 . 5  下層 ヘ ラ ミ ガ キ ？ 器面荒れ 器面ヘ ラ ミ ガキ ？ 器面荒れ脚部ハケ

1 1  器台 1 0 . 2  1 .  9 上層 ナ デ ロ 縁端部面取 り ヘ ラ ミ ガ キ

12  3 . 2  2 . 7  下層 ヘ ラ ケ ズ リ ？ 器面荒れ 板ナ デ

1 3  3 . 7  2 . 4  下層 ナ デ 底部中 央 く ぼむ ナ デ

1 4  2 . 8  2 . 6  下層 ヘ ラ ケ ズ リ ナ デ

1 5  台付甕 7 . 4  4 . 6  下 層 ナ デ ナ デ
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表 6 逍物観察表④

番 法最 (cm)
号 器種

ロ 径 底径 器高

16 '.52'. �� 6 . 0  22 . 0  

1 7  � ギ 1 6 . 0  5 . 8  22 . 8  

S D 2  

1 壺 16 . 2  5 . 0  23 . 3  

2 戸,,ヤ,, 2 1  0 7 . 3  

3 甕 1 6 . 9  6 . 4  25 . 9  

4 甕 15 . 2  6 . 0  1 7 . 5  

5 , ギ,::,: 27 0 1 0 . 4  

遺構外

1 壺 33 . 6  23 . 0  

2 '.ill( �', 1 3  7 4 6 16 8 

3 高杯 6 . 4  

4 高杯 9 . 6  5 . 5  

5 ,J� 揺 4 . 6  

番 名 称
法蟄 (cm · g)

ーロ

弓
・

長 さ 幅 原 さ

S K 3  

l 鋪 5 35 0 .84 0 . 17 

2 釧 5 . 61 0 89 0 .2 1  

3 釧 5 .50 0 84 0 17 

4 釧 5 .69 0 76 0 20 

5 鎖 5 71 0 89 0 . 17 

6 鏃 1 . 60 2 . 1 1  0 . 15 

(i) 管玉 2 00 0 . 25 ／ 
@ 管玉 2 . 02 0 . 26 ／ 
Q) 管玉 1 61  0 . 30 ／ 
® 管玉 ( 1 . 45) 0 . 24 ／／ 

@ 管玉 2 . 18 0 24 ／ 
® 管玉 2 . 39 0 . 25 ／ 
® 管玉 l 55 0 25 ／ 
® 管玉 ( 1 . 22) 0 . 22 ／ 
® 管玉 l . 48 0 23 ／ 
⑩ 管玉 1 . 58 0 . 32 ／ 
⑪ 管玉 l 60 0 .22 ／ 
＠ 管玉 2 .0 1  0 .24 ／ 
⑬ 管玉 1 71 0 . 27 ／ 
⑭ 管玉 1 . 79 0 .28 ／／ 

成 形 調 整 文 様
出 土位置

外 面 内 面

下 層 8 本単位の櫛描虹線文 3 段 • 赤彩•ヘラ ミ ガ キ 赤 彩 • ヘ ラ ミ ガ キ ・ ハ ケ

下岡 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ ・ ハ ケ

上 ・ 下 陪 ハ ケ →ヘ ラ ミ ガ キ ヘ ラ ミ ガ キ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ・ ナ デ

下 層 4 本単位の櫛描波状文 口 縁端部面取 り ・ ハ ケ 4 本単位の櫛描波状文・ 直線文· ヨ コ ナデ

上 ・ 下 層 ハ ケ →ヘ ラ ケ ズ リ ロ 縁端部面取 り ハ ケ ・ ヘ ラ ケ ズ リ 板 ナ デ

上 ・ 下 陪 ハ ケ ・ ヨ コ ナ デ ヨ コ ナ テ ヘ ラ ミ ガ キ

下層 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 赤 彩 • ヘ ラ ミ ガ キ

9 本 単位の櫛描 T 字文 • 赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ 赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ ・ ハ ケ

赤彩 ・ ヘ ラ ミ ガ キ

赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ

赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ

ハ ケ → ナ デ

材質 番 名 称
法量 (cm ・ g)

重 さ 号 長 さ 幅 厚 さ 重 さ

⑮ 管玉 1 . 85 0 . 25 ／ 0 . 24 

絹 @ 管玉 1 . 71 0 . 26 ／／ 0 . 19 

絹 ⑰ 管玉 I 85 0 26 ／ 0 22 

54 83 絹 ⑲ 管玉 2 . 52 0 . 25 ／／ 0 . 28 

捐 ⑲ 管玉 2 . 09 0 . 28 ／／ 0 . 27 

捐 ⑳ 管玉 2 . 52 0 . 28 ／ 0 . 27 

0 . 54 鉄 ⑳ 管玉 ( 1 . 22} 0 28 ／／ (0 13) 

0 . 2 1  緑も凝灰岩 ＠ 管玉 I . SO 0 . 29 ／／ 0.20 

0 . 24 緑も凝灰岩 ＠ 管玉 1 . 46 0 29 ／／ 0 16 

0 18  鉄石英 ＠ 管玉 1 . 63 0 29 ／ 0 . 19 

(0 . 16) 緑色凝灰岩 ＠ 管玉 ( 1 .20) 0 . 24 ／／ (0 1 1 )  

0 25 緑色凝灰岩 @ 管玉 ( l . 15) 0 . 26 ／ (0. 12) 

0 . 27 緑色凝灰岩 ＠ 管玉 1 . 44 0 . 27 ／／ 0 16 

0 . 15 鉄石英 ⑳ 管玉 ( 1 . 1 1 )  0 . 25 ／／ (0 1 1 )  

( 0 .  13) 緑色凝灰岩 ⑳ 管玉 2 . 50 0 .28 ／／ 
0 25 

0 15 鉄石英 ® 管玉 I 85 0 29 ／／ 0 23 

0 . 25 鉄石英 ® 管玉 2 .30 0 .25 ／／ 0 23 

0 16 鉄石英 ＠ 管玉 2 01 0 25 ／／ 0 26 

0 . 2 1  鉄石英 ＠ 管玉 1 . 29 0 . 26 ／／ 0 13 

0 . 1 7 鉄石英 ⑭ 管玉 1 . 29 0 . 29 ／ 0 . 18 

0 . 1 7 鉄石英 ® 管玉 L 41 0 . 35 ／／ 0 25 

- 4 1 -

赤彩 • ヘ ラ ミ ガ キ ・ ハ ケ

ナ テ

ナ デ

材質 番 名 称号

緑色凝灰岩 ® ガ ラ ス玉

鉄石英 ® ガ ラ ス玉

鉄石英 ® ガ ラ ス 玉

緑色凝灰岩 ⑲ ガ ラ ス玉

緑色凝灰岩 ® ガ ラ ス 玉

緑色凝灰岩 ＠ ガ ラ ス玉

鉄石英 ＠ ガ ラ ス玉

鉄石英 ＠ ガ ラ ス王

鉄石英 ⑭ ガ ラ ス玉

鉄石英 ＠ ガ ラ ス玉

緑色凝灰岩 S Z 1 

緑色凝灰岩 H 鎖

緑色凝灰岩 S Z 2 

緑色届灰岩 H 鋪

緑色凝灰岩 ① 管玉

緑色凝灰岩 ® ガ ラ ス 玉

緑色凝灰岩 ® ガ ラ ス玉

緑色凝灰岩 @ ガ ラ ス 玉

緑色凝灰岩 ® ガ ラ ス 玉

鉄石英 遺構外

鹿舟 ？ Q) 管玉

法置 (cm · g)

長 さ 幅 厚 さ 重 さ

0.22 0 .27 ／ 0 . 02 

0 16  0 .35 ／／ 0 01 

0 . 16 0 27 ／／ 0 01  

0 25 0.32 ／／ 0 01  

0 . 1 4  0 36 ／ 0 04 

0 24 0 .34 ／／ 0 03 

0 .30 0 .35 ／／ 0 03 

0 20 0 20 ／／ 0 .02 

0 . 20 0 32 ／ 0 .02 

／／ 

(6 60) (0 43) (0 18) 

(7 80) (0 .51 )  (O. l l) 

2 . 04 0 . 26 ／／ 0 21 

0 19 0 35 ／ 0 01 

0 29 0 .29 ／／ 0 03 

0 2 1  0 . 42 ／ 0 04 

0 . 46 0 44 ／ 0 08 

I 42 0 59 / 0 80 

備 考

材質

ス カ イ プIv-
もIfう ス
ス カ イ プルー

色ガラ ス
ス カ イ プルー

色ガラ ス
ス カ イ プ ルー

色 ガ ラ ス
ス カ イ プルー

色ガう ス
ス カ イ プルー

色tfう ス
ス カ イ プルー

色ガラ ス
ス カ イ プ/1,-
色ガう 1、
ス カ イ プルー

色ガラ ス
ス カ イ プル一

色ガラ ス

鉄

鉄

緑色凝灰岩
ス カ イ プIレ―

もガう ス
ス カ イ プルー

色Ifう ス
ス カ イ プルー

色ガラ ス
ス カ イ プルー

色ガラ ス

鉄石英
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198 3 年 第 1 3梨 「浅川 扇状地追跡群 迎 田 追跡 ・ 川 田 条里 的遺構 • 石川

条 里 的沿構j

198 4 年 第 1 4 集 「石川 条 里 (1り追構(2) ' 上駒 沢遺跡J

第 15集 「箱消 水逍跡(2)」

1 985年 第 1 6 集 「石川 条 星的沿構(3) . (付」ー．駒沢追跡） J

1 986年 第 17染 「浅川 扇状地雌跡群 — 牟礼パイパ ス B · C · D 地点追跡 ー」

第 18集 r塩崎遣跡群IV 市道松節 ー 小I.E l井神社地点遺跡 ー 」

1987年 第 19集 「 土 口 将軍塚古坑 一 重要辿跡確認緊急調在 ー J

第20集 I三輪瑣跡(2)」

第21集 「芹1: 1 1小学校遺跡J

第22躯 「 長野吉 田 高校グラ ン ド 遺跡j

1988年 第2 3集 「横 田俎跡群 砧 上宮逍跡」

第24集 「塩崎追跡群 V 殿屋敷遺跡J

第25梨 「小島柳原逍跡群 南Il l 向迎跡J

第26集 r束番場追跡J

第27集 「小柴 見城跡J

第28集 「宮崎逍跡」

第29* 「浅川扇状地遺跡群 浅川端辿跡J

第 30梨 「地llf-1 1 1 」古柑群J

第 3 1 集 「町川 田追跡J

1989年 第 32 集 r中 条 遺跡J

第 3 3集 「鶴前逍跡j

第 3 4集 「石川 条 里沿跡( 4)J

第 35集 「篠 ノ 井遺跡群 I[ J 

1 990年 第 36媒 「極地逍跡 IIJ

第 37集 「篠ノ 井逍跡群IJij

199] 年 第 38梨 「 栗 田 城跡 ・ 下宇木遺跡 ・ 三輪逍跡(3)」

第 39媒 「塩崎遺跡群(6) . 石川 条 里迎跡(5)」

第 40梨 「松原油跡」

第 4 1 集 r小島柳原追跡群 中俣沿跡 ・ 浅 川 扇状地沿跡群

押鐘遺跡 ・ 壇 田 遺跡」

1992年 第 42梨 「 田 中 沖追跡(2)」

第 4 3梨 「南宮迎跡J

第 4 4-l.R 「塩崎遺跡群(7)J

第 45 集 「石川 条 里 追跡(6)」

第 46扱 「篠ノ 井追跡群( 4)J

第 47梨 「浅川 扇状地遺跡群 ニ ツ 宮沿跡 • 本堀瑣跡 ・

柳田辿跡 ・ 稲添逍跡J ( 2 分Ill]-)

第 48媒 「小島柳原逍跡群 中俣遺跡 I I 」

1 99 3 年 第 49梨 「浅川扇状地瑣跡群 三輪追跡( 4)J

第50集 「浅川扇状地瑣跡群 本村束沖辿跡J

第5 1 集 「松原遺跡 II」

第52梨 「 HI 牧居帰追跡J

第5 3某 「岩崎迎跡J

第5 4集 「古町遺跡 流人塚J

第55 梨 「浅川扇状地逍跡群 駒沢新町追跡 l I J

第56某 「上 見林遺跡J

第57集 「石川 条 里 追跡(7)J

第58梨 「松原遺跡l l lJ

第59某 「 史跡 松代藩主真田家甜所J

1 99 4 年 第60集 「猪平沿跡 • 宮 ノ下遺跡J

第61集 「栗田城跡(2)J

第62梨 r浅川 扇状地遺跡群 三 給遺跡(5) 小島柳原追跡群

上中 島追跡J

第63染 「松原遺跡!VJ

第64集 r小島柳原追跡群 宮西逍跡J

第65集 「浅川扇状地遺跡群 牟礼パイ バ ス B 地点迎跡(2)J

第66集 「石川 条 里逍跡(8)」

長野市の埋蔵文化財第67集

浅川扇状地遺跡群
本 村 東 沖 遺 跡 II
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